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平成 25 年度第３回北海道立図書館協議会会議概要 

 

日 時：平成 26 年 3 月 18 日（火）  

会 場：北海道立図書館 会議室 

出席者：協議会委員 6 名、道立図書館職員 13 名 

傍聴者：なし 

 

議事等 

1 議題 

(1) 「平成 26 年度北海道立図書館運営計画」（案）について 

2 報告 

(1) ヤングアダルトサービスの取組について 

(2) 特定課題評価について 

3 その他 

 

会議概要 （○～委員の発言 ・～道立図書館職員の発言） 

 

1  議題 

(1) 「平成 26 年度北海道立図書館運営計画」（案）について 

  金山利用サービス部長説明  

   

＜（１）市町村支援 ア 市町村立図書館等の活動支援＞ 

○ 今年度の重点運営支援事業は、どこの市町村を対象に実施したのですか。 

・ 平成 26 年度は重点運営支援事業に名称変更しますが、今年度は図書館活動重点サポー

トという事業名で渡島管内の福島町福祉センター図書室を対象に支援しました。 

詳細は、『あけぼのつうしん№48』に掲載しています。7 月に第 1 回の運営相談を行い、

子どもの読書活動推進のための体制づくりなど、図書館の現状や課題をもとに 1 年間の

取組目標を決め、5 回の支援事業と定期的な新刊書の貸出しなどを行いました。2 月に総

括を行い、来年度は他の支援事業を実施することとし、終了しています。  

 

○ 運営相談について、事業の目標をどのように考えているのですか。 

・ 運営相談の事例は、図書館のリニューアルや子ども読書活動推進計画の策定、改築・

移転に関しての相談など、市町村によって様々です。多様な要望に確実に応え、図書館

（室）の活性化を図ることによって、全道 179 市町村の全体的なレベルアップにつなげ

ていきたいと考えています。 
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○ 来年度に支援事業を行う市町村は決まっていますか。 

・ 現在募集中です。3 月末までに各教育局で集約した後、道立図書館に報告してもらう予

定です。 

○ 市町村から積極的に応募してくるものですか。 

・ 全体的には好評で、「理科読セット」や「朝読・昼読ブックス」など本をセットで提供

するものについては競争率が 2 倍という状況でした。ただ、締め切りまでには予定数に

は至らず、追加募集する事業もいくつかありました。 

重点支援については、自ら手を挙げるということは少ない状況にあります。しかし、

教育局と相談しながら適切な支援に努力しています。 

 

＜（１）市町村支援 イ 図書館設置の促進＞ 

○ 図書館設置促進のための事業について、道立図書館として対象とする町村を具体的に

考えているのですか。 

・ 具体的に対象を絞り込んで設置促進事業を行うのではなく、図書館活動支援事業の中

で、あるいは管内の市町村が集まる機会などに設置促進パンフレットを配付し、広く啓

発したいと考えています。 

○ 中富良野町が平成 26 年 4 月 1 日に図書館を開館するほかには、設置の情報はあります

か。 

・ 図書館建設のための組織が立ち上がっている東川町や当別町では、オブザーバー等と

しての助言等の要請がありましたので、両町とも利用サービス部長を派遣して定期的に

開催される町の懇談会に出席し、サポートを行っています。具体的な建設時期について

は未定ですが、住民の強い要望などから近い将来設置されるだろうと思います。他の市

町村については、今のところ情報は入ってきていません。 

○ 「図書館のセンターとして」という役割に議論が集中していますが、ほかにいかがで

しょうか。 

 

＜（２）課題解決型サービス＞ 

○ 課題解決型サービスの重点について、平成 25 年度が「暮らしの支援」、平成 26 年度が

「仕事の支援」ですが、平成 27 年度は「地域の活性化支援」ということになるのですか。 

また、「暮らしの支援」や「仕事の支援」が、どちらかというと直接道民に対するサー

ビスであるのに対して、「地域の活性化支援」は、行政に携わる立場の職員に対するサー

ビスという理解でよいのですか。 

・ 「地域の活性化支援」については今年度も実施しますが、平成 27 年度の重点テーマと

考えています。住民より行政へのサービスを念頭に置いていますが、行政への支援や地

域の課題解決への支援が、最終的には道民や地域住民に還元されると考えています。 

なお、文部科学省の「図書館の設置及び運営上の望ましい基準」では、課題解決型サ

ービスについて、個人の生活や仕事に関する課題解決だけでなく、地域の課題解決に向

けた活動の支援ということにも触れています。 
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○ 情報リテラシー支援として実施する講座について、具体的にどのようなことを行うの

ですか。 

・ 利用者向けの講座を 12 回実施しますが、うち IT 講座については、11 月に道民カレッ

ジ連携講座を 1～2 回予定しています。今年度は、隣接する道立教育研究所附属情報処理

教育センターのパソコン教室で 10 名程度の規模ですが、google や yahoo などの検索エ

ンジンを使った上手な検索方法など、身近な情報処理にも活用してもらうことを目的に、

講座を実施しました。 

 

＜（３）道民向けサービス＞ 

○ 館内インターネット等の環境整備と利便性の向上とありますが、図書館に持ち込んだ

コンピュータを使ってインターネットの利用が可能になるのですか。 

・ 平成 27 年 1 月に予定している図書館情報システムの更新に合わせ、そのように環境を

整えることを考えています。 

 

＜（４）子どもの読書活動の推進＞ 

○ 平成 26 年度の運営計画案は、事業名が変更されたのでわかりやすくなったと思います。 

学校図書館への支援として、児童書の充実と支援事業の内容について、事業が終了し

た後のことも含めてどのように行うのか教えてください。 

・ 学校図書館へは、学校図書館サポートブックス事業で児童書の充実を図ります。従来

の「理科読セット」「朝読・昼読ブックス」に加え、来年度は「体力向上・スポーツブッ

クス」として 180 冊程度を 3 セット作り、他のセットと同じように半年間の貸出しを行

います。 

・ 今年度図書館活動重点サポートを行った福島町を例に説明しますと、町内には小学校

が 2 校・中学校が 1 校・道立高等学校が 1 校あります。福島中学校で学校ブックフェス

ティバルを行い、福島小学校で行った学校図書館環境改善事業には、夏休み期間中でし

たので、もう 1 校の小学校と中学校の先生も集まって事業を行いました。 

支援事業後の対応については、子ども読書活動推進委員会を組織した福島町のように

市町村自身が対応していくという場合もありますが、当館としても情報提供や他の支援

事業などを行い、引き続き協力・支援を行っています。 

 

○ 他に質問がなければ、平成 26 年度北海道立図書館運営計画案の審議はこれで終了しま

す。報告した内容で事業を進めてください。 

 

2 報告 

(1) ヤングアダルトサービスの取組について 

  宮本利用サービス課長説明 
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○ ヤングアダルト層の利用者数は、利用登録の割合から考えるとかなり少ないと思いま

す。特定テーマに基づく様々なブックリストの作成に取り組むようですが、道立図書館

にはヤングアダルト向けの資料が十分にあるということですか。それとも今回の取組を

通して充実していくということですか。 

・ ヤングアダルトコーナーを設置している市立図書館等と比べると、資料は十分とは言

えず、また限られた予算の中でヤングアダルト向けの資料を多くすることは難しいと考

えています。ただ、子ども読書活動の推進は重要なことですので、前回の協議会でご意

見をいただいたことを契機として、ヤングアダルト層の利用促進を図れるよう努力して

いきます。 

また、市町村におけるヤングアダルト層へのサービスを活性化させるという意味で、

いろいろな情報を集め、市町村に情報を発信していくということは、道立図書館の役

割でもありますので、今回の取組は有効であると考えます。 

○ 市町村立図書館等への支援として非常に重要なことだと思いますし、様々な学校への

支援の中でヤングアダルトの知識・ノウハウ・資料等を蓄積することも非常に大事だと

思います。 

ただ、いろいろな支援活動を行っている中で新たなサービスを始めるということは、

それだけ負担が大きくなるということで、そこまで必要なのかと思いますし、大々的に

サービスとして立ち上げることについて不安もあります。ブックリストの配布先が江別

市内・厚別区内と地域が限定されていますので、例えば地域の公共図書館へのサポート

として市町村と協力して行うというような内容であればよいのではないかと思います。 

・ 資料を揃えるのは財政的に厳しいものがありますが、道立図書館の役割として、中高

校生が好んで読んでいる資料の情報を発信するということを重点に、進めていきたいと

思っています。 

○ この頃は、市町村立図書館でもヤングアダルトコーナーの設置が増えてきていますが、

十分に活用されているのかどうか、少し心配に思っています。 

 

(2) 特定課題評価について 

  千田総務企画部長説明 

   －質疑事項なし－ 

 

3 その他（情報提供） 

 「第 56 回（平成 26 年度）北海道図書館大会について」（案） 

   千田総務企画部長説明 

   －質疑事項なし－ 
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（配付資料） 

「平成 26 年度北海道立図書館運営計画（案）」・「平成 25-26 年度新旧対照表」 

「北海道立図書館におけるヤングアダルト層の読書活動への支援について」 

「平成 26 年度市町村活動支援事業のご案内」 

「まちに図書館を－図書館設置促進パンフレット－」 

「道立学校図書館支援貸出し（試行）のご案内」 

「図書館（室）を全力でサポート 北海道立図書館の協力サービス」 

「北海道立図書館インターネット予約貸出サービスのご案内」 

「第 56 回（平成 26 年度）北海道立図書館大会について（案）」 

「北海道立図書館報№196」・「あけぼのつうしん№47」・「あけぼのつうしん№48」 


